
１．市政アンケート調査の概要

（１） 目 的

（２） 調 査 対 象 者

（３) 調 査 方 法 ①案      内：郵送・メール
②回      答：郵送・インターネット

（４） 調 査 主 体 福岡市　市長室　広聴課

２．第１回調査の概要

（１） 調 査 時 期

（２） 調 査 対 象 者 数

（３） 回 答 者 数 ５47人

（４） 有 効 回 答 率 ８7.1％

（５） 調 査 テ ー マ ①「舞鶴公園・大濠公園の利用のしかた」について

②「選挙」について

③「民泊」について

④「ときめきショップ」について

⑤「福岡市の図書館サービス」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                承諾を得て依頼

令和8年５月２5日から６月8日まで

②任      期：令和8年４月3日から令和9年３月３１日まで

令和８年度  市政アンケート調査
第１回結果報告(概要版)

①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ
中に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６３６人（就任時）

６28人



①「舞鶴公園・大濠公園の利用のしかた」について（N=547）

≪過去１年間で舞鶴公園・大濠公園を利用したか≫ 

≪舞鶴公園・大濠公園の利用目的≫（n=341）

≪舞鶴公園・大濠公園についての総合的な満足度≫

満足

20.3%

どちらかといえば満足

59.4%

どちらかといえば

不満

4.0%

不満

0.9% わからない

15.2%

無回答

0.2%

『満足』

79.7%

どちらの公園も利用した

38.4%

舞鶴公園を利用した

9.5%

大濠公園を利用した

14.4%

どちらの公園も

利用していない

37.1%

無回答

0.5%

過去１年間で「どちらの公園も利用し

た」と回答した方は38.4％でした。

また、舞鶴公園、大濠公園のみの利用も

含めると62.3％の方が『利用した』と

回答しています。『利用した』

62.3%

57.8

45.7

41.6

29.6

24.3

12.0

12.0

10.9

2.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

散策・ウォーキング・ランニング

福岡城さくらまつり

季節の花々の鑑賞

福岡市美術館、日本庭園、能楽堂

カフェ・レストラン

レクリエーション

福岡城・鴻臚館

イベント・講座・ガイドツアー

陸上競技、球技

その他
複数回答

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『そう思う』＝「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」



②「選挙」について（N=547）

 ≪令和8年2月8日衆議院議員総選挙での投票状況≫

≪若年層の投票率を向上させるためにはどのようなことが必要か≫

48.4

47.5

36.9

26.3

22.1

16.3

14.3

12.6

12.4

5.1

6.6

1.3

55.4

41.9

33.8

33.8

10.8

17.6

23.0

8.1

16.2

6.8

5.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

期日前投票をしやすくする

学校内でイベントを実施したり、

期日前投票所を設置したりする

インターネットやＳＮＳで、

より積極的に情報発信する

投票日当日の投票をしやすくする

学校で模擬選挙を実施するなど、

政治への関心を高める取組みを行う

投票の意義や重要性などを伝える

若年層に人気のある有名人を起用して

投票日などをＰＲする

家庭で政治の話をするなど、家族による働きかけ

候補者の情報にアクセスしやすくする

新有権者に投票の習慣を促す働きかけ

その他

わからない 回答は３つまで

令和8年2月8日衆議院議員総選

挙では、76.8%の方が「投票し

た」と回答しています。

76.8

73.0

68.2

71.1

81.1

84.0

80.5

22.5

27.0

31.8

28.9

17.0

14.8

18.6

0.7

1.9

1.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=547)

18～29歳

(n=74)

30代

(n=85)

40代

(n=83)

50代

(n=106)

60代

(n=81)

70歳以上

(n=118)

投票した

無回答

投票していない

【1】「全体」、【2】「18～29歳」のいずれにおい

ても「期日前投票をしやすくする」と回答した

方が最も多くなりました。

項目別にみると、「若年層に人気のある有名人

を起用して投票日などをＰＲする」と回答した

方は【2】23.0％が【1】14.3％よりも8.7ポイ

ント高くなりました。

【1】全体（N=547） 【2】18～29歳（n=74）



③「民泊」について（N=547）

≪「民泊」の認知度≫ ≪近隣で「民泊」が行われる場合、不安を感じるか≫

 （n=523）

≪不安に感じる理由≫ （n=421）

内容を知って

いた

66.2%

聞いたことはあるが

内容は知らなかった

29.4%

知らなかった

3.8% 無回答

0.5%

感じる

39.2%

どちらかといえば

感じる

41.3%

どちらかといえば

感じない

9.2%

感じない

6.5%
わからない

3.8%

民泊について「内容を知っていた」「聞いたことはある」と回答した方は95.6％でした。

また、近隣で民泊が行われる場合、不安を『感じる』と回答した方は80.5％でした。

『感じる』

80.5%

63.7

53.4

50.6

33.7

28.5

16.6

13.1

8.3

5.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見知らぬ人の出入り

共用部分の利用マナー

騒音

言語や文化の違いによるトラブル

ごみの分別や出し方

火の不始末による火災

施設周辺への迷惑駐車、駐輪

緊急時の連絡先が不明確

漠然とした不安

その他 回答は３つまで



 ≪「民泊」が原因で日常生活に支障や不安を感じた経験≫（n=523）

 ≪「民泊」の営業者に求める対応≫（n=523）

58.7

54.5

45.5

37.1

19.7

19.7

7.5

1.9

2.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員の常駐又は定期的な巡回

宿泊者へのハウスルールの周知徹底

近隣住民への事前説明会

緊急時の駆けつけと現地対応

施設内及び周辺での全面禁煙

宿泊者数の制限

営業日数の制限

公共交通機関の利用推奨

その他

特にない 回答は３つまで

63.5

17.4

12.2

12.0

10.3

5.4

5.2

3.3

2.5

1.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣で営業されたことはない

見知らぬ人の出入り

共用部分の利用マナー

騒音

ごみの分別や出し方

言語や文化の違いによるトラブル

施設周辺への迷惑駐車、駐輪

近隣で営業されたことはあるが、支障はなかった

火の不始末による火災

緊急時の連絡が不明確

その他 回答は３つまで

「従業員の常駐又は定期的な巡回」と回答した方が58.7％と最も多く、次いで「宿泊者へのハウスルールの周知

徹底」と回答した方が54.5％となりました。



④「ときめきショップ」について（N=547）

≪「ときめきショップ」の認知度≫ ≪「ときめきショップ」への来店経験≫

≪障がいのある方が作ったお菓子・雑貨の購入場所≫

≪障がいのある方が作ったお菓子・雑貨の購入促進のために望まれる販売場所≫

名前を聞いたことがあり、

場所も知っていた

12.4%

名前は聞いたこと

があるが、場所は

知らなかった

9.3%

知らなかった

78.2%

ある

9.1%

ない

90.7%

無回答

0.2%

32.0

17.9

13.9

10.6

6.6

10.1

42.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域のお祭り・バザー

ショッピングモール内のイベントや販売会など

障がい福祉サービス事業所

区役所・出張所

ときめきショップ

その他

購入したことがない 複数回答

80.4

46.4

33.3

25.4

22.7

18.8

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デパート、ショッピングモール、スーパー

インターネット

区役所・出張所

市役所

公民館

市民センター

その他 複数回答

「デパート、ショッピングモール、スーパー」と回答した方が80.4％と最も多く、次いで「インターネット」と回答し

た方が46.4％となりました。



⑤「図書館の利用」について（N=547）

≪過去１年間の平均読書数≫ ≪過去3年間の図書館の利用頻度≫

≪図書館の満足度≫ （n=199）

≪必要とする蔵書≫

 

週に1回以上

2.4% 月に1～３回程度

9.1%

年に数回程度

14.1%

年に１～２回程度

10.8%

全く利用しなかった

63.4%

無回答

0.2%

月に１０冊以上

4.2%

月に５冊～９冊

4.6%

月に３冊～４冊

8.6%

月に１冊～２冊

17.0%

年に数冊程度

36.6%

全く読まない

28.5%

無回答

0.5%

22.6

44.2

21.1

27.1

50.3

44.7

56.3

52.8

17.1

4.0

15.6

14.6

5.0

0.5

2.5

3.0

4.5

6.5

4.5

1.0

0.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本の品揃えの満足度

職員の対応の満足度

本の探しやすさの満足度

施設や設備の満足度

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば不満がある

不満がある わからない 無回答

『利用した』

36.4%

58.9

48.6

34.7

34.0

21.2

16.3

1.6

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

話題となっている本や人気の本

個人では所蔵や購入がしにくい専門的な本

絶版となった本やバックナンバーの新聞や雑誌

各分野や各年齢層の定番の本や名著

辞典、辞書、年鑑、地図など調べ物に役立つ本や資料

地元ゆかりの著者や出版者による本、

地元のことが書かれた本や資料

その他

特にない 回答は３つまで

「話題となっている本や人気の本」と回答した方が58.9％と最も多く、次いで「個人では所蔵や購入がしに

くい専門的な本」と回答した方が48.6％となりました。



≪図書館サービスの認知度≫

 

≪図書館の魅力向上に必要なサービス・設備≫

 

◆利用状況別上位５項目

 

36.6

35.5

33.5

30.9

23.6

23.0

19.2

19.0

17.7

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸出・返却拠点の場所が便利

本の種類や数が充実している

雰囲気や居心地がよい

借りたい本をすぐ借りられる

飲食ができるスペース

読書スペースの充実

電子書籍の充実

おすすめ本紹介などの情報が豊富

静かに調べ物や読書ができる環境

公衆Wi-Fiの充実
回答は５つまで

（上位10項目）

過去３年間に図書館を『利用した』（n=199） 過去３年間に図書館を全く利用しなかった（n=347）

54.8

47.2

41.7

32.7

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本の種類や数が充実している

借りたい本をすぐ借りられる

貸出・返却拠点の場所が便利

雰囲気や居心地がよい

読書スペースの充実

34.0

33.4

24.5

24.2

23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雰囲気や居心地がよい

貸出・返却拠点の場所が便利

飲食ができるスペース

本の種類や数が充実している

電子書籍の充実

36.9

31.3

28.0

24.1

23.6

20.3

20.3

16.5

13.5

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットでの本の検索・予約

総合図書館と分館いずれでも予約本の受け取り・返却

館内設置の自動返却機で窓口に並ばず返却

映像ホール・シネラでの映像上映

イベントや子ども向けおはなし会の実施

館内設置の自動貸出機で自分で貸出手続き

絵本、紙芝居の貸出

地下鉄駅などの市内１５か所の返却ポスト、施設

本や調べ物の相談

福岡の歴史・行政・文字資料の閲覧

複数回答

（上位10項目）
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